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「強姦救援センター・沖縄（REICO）」の立ち上げから活動終了まで 

高里鈴代 

Ⅰ 強姦救援センター・沖縄（Rape Emergency Intervention Counseling 

Center Okinawa ）レイコ（REICO） 

1995年9月4日に12才の少女が3米兵にレイプされる事件が起った。女性たちは、抗議

の集会と共に県に対して相談機関の設置を求めた。しかし、設置はすぐには実現しな

いことを知っている女性たちは、お互いに連携し合って集まり、協議を重ね、民間ボ

ランティア組織として電話相談員養成講座を開設して、「強姦救援センター・沖縄

（REICO）」の設置を実現することができた。 

当初は、精神科医5人、カウンセラー5人、行政で女性・子どもの相談業務に携わっ

ている者、フェミニストなどを加え約30人でスタートすることになった。  

活動の参考にしたのは、東京強姦救援センターだった。同団体の創立10年目に沖縄で

も集会を持ったこともあり、開設にむけての助言と情報をいただいた。 

電話相談の開始日を1995年10月25日(水)午後19：00に決めて、案内のチラシは、

1995年10月21日「県民大会」中に女性たちに向けて配布した。 

開設にあたり、NTT労組からは電話機一台と電話代１年分の支援を受けた。初年度は多

くの個人のカンパを受け、次年度からは、県の補助金と個人のカンパを受けた。 

  

Ⅱ 性暴力電話相談、カウンセリング、同行支援の実施  

A. 電話相談・週2日6時間（水－７：00～10：00、土―３：00～６：00） 

B.  フリーダイヤル相談を2回行った。（県の助成で相談者は無料）  

2012年11月1ケ月間 火-金19：00-22：00、土-日13：00-18：00 

2013年5月～2014年3月―11ケ月 毎水 19：00-22：00 

コンビニの女性トイレにも案内カードを置いて、そこから相談につながった女

性もいた。  

C. カウンセリング―精神科医、カウンセラーによる３回無料のカウンセリング  

D. 同行支援 ①警察 ②産婦人科 ③弁護士事務所 ④児相、⑤高校  

E. 裁判支援 ・大学教授による性暴力事件裁判 支援団体を結成  

・小学高学年への高齢男性からの強制わいせつ事件  

・ビデオリンクシステムで証言者に同席支援、2件  

・障がい女性の支援に傍聴席を車椅子で埋める。  

28年間の相談総数  

・電話相談 延べ 4,336人 ・カウンセリング 297回 ・同行支援 145回  
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・裁判支援 ６ 

 

Ⅲ 講演会、研修会を実施  

・1997年 リンダ・ジンガロ氏（カナダ） 段林和江弁護士、県警女性警官との研修  

・2000年 5周年記念研修会：リンダ・ジンガロ氏「性暴力被害者を支援する援助者の

為のワークショップ」▽対象：相談員、行政担当者、警察・教育・ 医療スタッフ  

・2001年 角田由紀子弁護士との勉強会  

・2005年 10周年記念研修会・リンダ・ジンガロ氏「思春期における性被害への対

応」一日研修 映画「花はんめ」上映  

・2008年 リンダ・ジンガロ氏「支援者のためのワークショップ］公開講座  

・2012年 レイコ16周年シンポジゥム 「女性や子どもの人権が尊重される性暴力

を許さない 社会実現のために」  

パネリスト ：◎近藤恵子「パープルダイヤルの成果と課題」◎井上摩耶子「フ

ェミニストカウンセリングの現場から」 ◎山城紀子「取材を通してみた沖縄の女

性たちの実態」 ◎高里鈴代「沖縄における女性・子どもへの性暴力の実態」  

・2013年 角田由紀子弁護士講演会とカナダ映画「沈黙をやぶって」  

「女性への暴力と社会構造」   

 
Ⅳ 養成講座 ボランティア相談員養成講座を6回実施。  
（1996年、1997年、1999年、2001年、2004年、2011年） 
  
Ⅴ 小学・中学校・特別高等支援学校へ出前講座「コール・レイコ」の実施  
2011 年 生徒用リーフレット発行、「あなたは 悪くない」 
近年、子どもに対する悲惨な性暴力「性的虐待」事件が多く発生している。レイ
コの電話相談においても子どもへの性被害の相談件数が増加している。子どもた
ちへの性暴力「性的虐待」防止の取り組みとして学校現場に出向き、性暴力（性
的虐待）の予防・県初のため、「性暴力とは」「被害にあってもあなたは悪くな
い］「ひとりで悩まないで相談して」などレイコのメッセージを伝えるための事
業。  
レイコの紹介②安心・安全の権利③暴力とは④性暴力(性虐待)⑤レイプとは⑥DV/
デートDVとは⑦ロールプレイ⑧もし、被害にあったら(自分の事・お友だちのこ
と)などのメッセージを直接伝える。  
宮古・八重山を含め小学校・中学校、特別高等支援学校の18校でロールプレイを
入れた講演を実施。  
〇小学校（1校）、〇中学校（15校）、〇特別高等支援学校（1校）、〇保護者向
け（1校）、〇教師向け（1校）  
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Ⅵ 養護教諭研修会 小・中・高校養護教諭対象に5回開催。  
2013年 「性被害にあった子どもへのよりよい支援のために」 参加者16名  
2017年 「思春期の性暴力被害の支援と連携について～養護教諭にのぞむこと～」 
参加者 53名」  
2018年 「性暴力の支援と連携～養護教諭に伝えたいこと(Ⅱ）」参加者 83名  

2019年 「性暴力の支援と連携～養護教諭に伝えたいこと(Ⅲ)」参加者 69名  
2021年 那覇地区養護教諭定例会へ「養護教諭に伝えたいこと」講師派遣  
 
Ⅷ 出版 
2011年 「レイコ16年のあゆみ」出版  
2012年 若者向けパンフレット「コール・レイコ たいせつなあなたへ」発行  
 


